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９月定例会のあらまし９月定例会のあらまし
　令和7 年９月定例会が９月5 日から９月26 日までの22 日間にわたって開かれました。
　 白 石 市 長 よ り 条 例 の 制 定・一 部 改 正、令 和7 年 度 各 会 計 補 正 予 算、令 和6 年 度 各 会 計 決 算 認 定 な ど
の 議 案 が 提 出 さ れ、全 て 原 案 の と お り 可 決 し ま し た。ま た、議 員 発 議 に よ る 意 見 書 が 提 出 さ れ、原 案
のとおり可決しました。

補正額（補正後予算総額） 補正の主な内容（歳出）
事　業　名 補　正　額

2 億 2,405 万 4 千円増
（297 億 1,648 万 9 千円）

国庫支出返還金等 ６，７４３万６千円

たむらクリーンセンター基幹的設備改良工事 ５，５５０万６千円

○一般会計補正予算（第 4 号）の主な内容

財産の取得について

取得する財産 　田村市新病院デジタルＸ線ＴＶシステム
取得の方法 　条件付き一般競争入札
契約金額 　３，２４５万円

契約の相手方
　郡山市中町 1 番 22 号
　キャノンメディカルシステムズ株式会社
　福島支店　支店長 津山 純一

　財産の取得について、地方自治法及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の規定
（予定価格２，０００万円以上）により、議会の議決を求めるものであり、原案のとおり可決しました。
　詳細は下記のとおりです。

取得する財産 　田村市新病院乳房用Ｘ線診断装置
取得の方法 　条件付き一般競争入札
契約金額 　２，１５６万円

契約の相手方
　郡山市昭和二丁目 11 番 5 号
　サンセイ医機株式会社
　代表取締役 八角 洋

取得する財産 　田村市新病院医療器具洗浄・滅菌関連機器
取得の方法 　条件付き一般競争入札
契約金額 　３，７１５万８千円

契約の相手方
　郡山市富田町稲川原 21 番 2 号
　株式会社シバタインテック 郡山支店
　支店長 城戸 亮一

取得する財産 　児童生徒及び教師用タブレット端末
取得の方法 　随意契約
契約金額 　１億３，９６１万２千円

契約の相手方
　郡山市堤下町 13 番 8 号
　株式会社エフコム
　代表取締役 斎藤 正弘

補正予算について
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９月定例会において、請願１件、陳情２件が審議されました。結果は次のとおりです。

 請願・陳情審査結果 請願・陳情審査結果

陳情陳情

 議員発議 議員発議
９月定例会において、議員発議による意見書の提出２件、条例の制定１件が審議され、原案のとおり可決しました。
内容は次のとおりです。

○特別会計補正予算

○企業会計補正予算
会　計　名　称 補　正　額 補正後予算総額

水道事業
（第１号）

収益的収入 ４６８万２千円 ６億６，４０６万８千円
収益的支出 ４６８万２千円 ６億６，４０６万８千円
資本的収入 １，４９３万９千円 １億８，６０４万８千円
資本的支出 ２，３８１万７千円 ４億８，４２６万８千円

公共下水道事業
（第１号）

収益的支出 ３，７４０千円 ６億１，４３０万７千円
資本的収入 １，０３９万８千円 ３億４，２９５万１千円
資本的支出 ６６５万８千円 ５億３，８６４万６千円

会　計　名　称 補　正　額 補正後予算総額

国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ７，２７３万 5 千円 ３３億８，３２６万 1 千円

介護保険特別会計補正予算（第１号） １億５，４３７万 5 千円 ４８億２，１３７万 5 千円

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ４９５万 6 千円 ４億８，２７５万 6 千円

診療所事業特別会計補正予算（第１号） ６５６万 3 千円 ２億１，５８６万 3 千円

・地方財政の充実・強化を求める意見書提出陳情書

○地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について
　提出先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣、国土交通大臣
　　　　　デジタル大臣、内閣府特命担当大臣（こども政策　少子化対策　若者活躍　男女共同参画、共生・共助）

請願請願 【継続審査】・行政区環境整備に対する区長裁量予算の確保について
請願者　常葉地域行政区長連合会　会長　先﨑　正治

（紹介議員　石井　忠治議員、渡邉　照雄議員、管野　公治議員）
【採　　択】

陳情者　日本労働組合総連合会福島県連合会田村地区連合会
　　　　議長　樽井　義成

【継続審査】・国に対し「選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書」提出についての陳情
陳情者　新日本婦人の会船引班　代表　鹿又　智子

○緊急防災・減債事業債の制度延長及び充実を求める意見書の提出について
　提出先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、農林水産大臣、国土交通大臣
　　　　　国土強靭化担当大臣、内閣府特命担当大臣（防災）

○田村市議会ハラスメント防止条例
　市民の負託に応える議会としての責任を全うするため、議員相互が人格を尊重し審議に基づく信頼関係を礎と
　して、ハラスメントの防止と根絶に全力を尽くし真に信頼される議会を実現するため、「田村市議会ハラスメ
　ント防止条例」を制定する。
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定例会で審議された議案定例会で審議された議案
区分 番　号 件　　　　　名 議決結果

議案

52 号 田村市犯罪被害者等支援条例 原案可決
53 号 田村市都路町複合商業施設条例 原案可決

54 号 田村市議会議員及び田村市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する
条例の一部を改正する条例 原案可決

55 号 田村市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
56 号 田村市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

57 号 田村市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例 原案可決

58 号 令和７年度田村市一般会計補正予算 ( 第４号 ) について 原案可決
59 号 令和７年度田村市国民健康保険特別会計補正予算 ( 第２号 ) について 原案可決
60 号 令和７年度田村市介護保険特別会計補正予算 ( 第１号 ) について 原案可決
61 号 令和７年度田村市後期高齢者医療特別会計補正予算 ( 第１号 ) について 原案可決
62 号 令和７年度田村市診療所事業特別会計補正予算 ( 第１号 ) について 原案可決
63 号 令和７年度田村市水道事業会計補正予算 ( 第１号 ) について 原案可決
64 号 令和７年度田村市公共下水道事業会計補正予算 ( 第１号 ) について 原案可決
65 号 字の区域の変更について 原案可決
66 号 財産の取得について 原案可決
67 号 財産の取得について 原案可決
68 号 財産の取得について 原案可決
69 号 財産の取得について 原案可決
70 号 公の施設の区域外設置に関する変更協議について 原案可決
71 号 訴えの提起について 原案可決

認定

1 号 令和６年度田村市一般会計歳入歳出決算認定について 認　　定
2 号 令和６年度田村市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
3 号 令和６年度田村市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
4 号 令和６年度田村市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
5 号 令和６年度田村市診療所事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
6 号 令和６年度田村市水道事業会計決算認定について 認　　定
7 号 令和６年度田村市公共下水道事業会計決算認定について 認　　定
8 号 令和６年度田村市病院事業会計決算認定について 認　　定

諮問

１号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 適　　任
２号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 適　　任
３号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 適　　任
４号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 適　　任
５号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 適　　任

発議

６号 決算特別委員会設置に関する決議について 原案可決
７号 地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について 原案可決
８号 緊急防災・減災事業債の制度延長及び充実を求める意見書の提出について 原案可決
９号 田村市議会ハラスメント防止条例 原案可決
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　令和 6 年度田村市一般会計、各特別会計歳入歳出の決算認定及び各企業会計の決算認定の議案が提出
され、全て原案のとおり認定しました。田村市議会の決算審査は、特別委員会に付託し審査を行いました。

（詳細は下表、６ページ、７ページのとおり）

令和６年度　令和６年度　歳入歳出決算を認定歳入歳出決算を認定  

○令和 6 年度一般会計歳入決算

○令和６年度各特別会計歳入歳出決算
会計名称 歳入決算額 歳出決算額

特　
　
別

会
　
計

国民健康保険 ３４億９，９９９万円 ３２億８，０１７万円

介護保険 ４９億１，２０２万円 ４７億２，７１３万円

後期高齢者医療 ４億６，８０８万円 ４億６，３１２万円

診療所事業 １億７，７３８万円 １億７，７３８万円

計 ８９億５，７４７万円 ８６億４，７８０万円

○令和６年度各企業会計歳入歳出決算
会計名称 歳入決算額 歳出決算額

水　道　事　業 収益的収支 ６億６，６８４万円 ６億４，３２３万円
資本的収支 １億２，９８５万円 ３億６，５５４万円

公共下水道事業 収益的収支 ６億３，６８７万円 ５億９，３３５万円
資本的収支 ２億７，１３５万円 ４億８，５７８万円

病　院　事　業 収益的収支 ２億６，１６４万円 ２億６，１６４万円
資本的収支 １８億７，４２９万円 １８億８，８３５万円

一般会計歳入内訳 令和６年度決算額 構成比

自
主
財
源

市税 ４０億１，２６４万円 １４．５７％
繰入金 ２０億２，７２３万円 ７．３８％
使用料及び手数料 ４億１，６６８万円 １．５２％
諸収入 ３億９，１７４万円 １．４３％
自主財源その他（寄付金など） １８億６，７６０万円 ６．８０％

依
存
財
源

地方交付税 ９３億４，５７３万円 ３４．０２％
国庫支出金 ３８億４，０４９万円 １３．９８％
市債 ２２億３，３２０万円 ８．０２％
県支出金 １８億３，３７３万円 ６．６７％
地方消費税交付金 ９億７，７４４万円 ３．３０％
地方譲与税 ３億１，６２４万円 １．１５％
依存財源その他（地方特例交付金など） ３億１，９４６万円 １．１６％

合　　計 ２７４億７，２１６万円 １００．００％
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一般会計過去５年間の決算額の推移一般会計過去５年間の決算額の推移

※市民一人あたりの金額は、歳出総額を住民基本台帳人口で徐した値です。

歳入歳入 歳出歳出歳入歳入 歳入歳入歳出歳出 歳出歳出

298 億298 億
9,491 万円9,491 万円

342 億342 億
1,252 万円1,252 万円

375 億375 億
5,189 万円5,189 万円

262 億262 億
719 万円719 万円

262 億262 億
8,868 万円8,868 万円

274 億274 億
7,216 万円7,216 万円

◎住民基本台帳人口
　　　３５，４２７人

（令和３年 3 月 31 日現在）

◎住民基本台帳人口
　　　３４，６９４人

（令和４年 3 月 31 日現在）

３００億円３００億円

２００億円２００億円

１００億円１００億円

令和６年度一般会計項目別決算額の割合令和６年度一般会計項目別決算額の割合

歳入歳入 歳出歳出

252 億252 億
6,258 万円6,258 万円

277 億277 億
7,739 万円7,739 万円

歳出
（市で使ったお金）

２６２億８，８６８万円

市税市税
４０億２６４万円４０億２６４万円
（１４. ５７％）（１４. ５７％）

国庫支出金国庫支出金
３８億４，０４９万円３８億４，０４９万円

（１３. ９８％）（１３. ９８％）

県支出金県支出金
１８億３，３７３万円１８億３，３７３万円

（６．６７％）（６．６７％）

地方交付税地方交付税
９３億４，５７３万円９３億４，５７３万円

（３４. ０２％）（３４. ０２％）

歳入
（市に入ったお金）

２７４億７，２１６万円

市債市債
２２億３２０万円２２億３２０万円
（８．０２％）（８．０２％）

総務費総務費
２８億７，５３６万円２８億７，５３６万円

（１０．９４％）（１０．９４％）

民生費民生費
６１億９，７４３万円６１億９，７４３万円

（２３．５７％）（２３．５７％）

農林水産業費農林水産業費
２４億１，７０５万円２４億１，７０５万円

（９．１９％）（９．１９％）

公債費公債費
２８億５，４６０万円２８億５，４６０万円

（１０．８６％）（１０．８６％）

諸支出金諸支出金
９億８，４４０万円９億８，４４０万円

（３．７４％）（３．７４％）

商工費商工費
１１億７，８７７万円１１億７，８７７万円

（４．４８％）（４．４８％）

衛生費衛生費
４３億６，０５３万円４３億６，０５３万円

（１６．５９％）（１６．５９％）

教育費教育費
２１億１，４３１万円２１億１，４３１万円

（８．０４％）（８．０４％）

土木費土木費
１７億３，５１５万円１７億３，５１５万円

（６．６０％）（６．６０％）

災害復旧費災害復旧費
４，１６６万円４，１６６万円
（０．１６％）（０．１６％）

議会費議会費
１億８，１０４万円１億８，１０４万円

（０．６９％）（０．６９％） 労働費労働費
９２１万円９２１万円
（０．０４％）（０．０４％）

自主財源
８７億５８８万円
（４０. １２％）

依存財源
１８７億６，６２８万円

（５９. ８８％）

自主財源その他自主財源その他
１８億６，７６０万円１８億６，７６０万円

（６. ８０％）（６. ８０％）

使用料及び手数料使用料及び手数料
４億１，６６８万円４億１，６６８万円

（１. ５２％）（１. ５２％）

依存財源その他依存財源その他
３億１，９４６万円３億１，９４６万円

（１．１６％）（１．１６％）

地方消費税交付金地方消費税交付金
９億７４４万円９億７４４万円
（３．３０％）（３．３０％）

地方譲与税地方譲与税
３億１，６２４万円３億１，６２４万円

（１．１５％）（１．１５％）

◎住民基本台帳人口
　　　３３，９６３人

（令和５年 3 月 31 日現在）

諸収入諸収入
３億９，１７４万円３億９，１７４万円

（１. ４３％）（１. ４３％）

繰入金繰入金
２０億２，７２３万円２０億２，７２３万円

（７. ３８％）（７. ３８％）

消防費
１３億３，９１７万円

（５．０９％）（５．０９％）

消防費消防費
１３億３，９１７万円１３億３，９１７万円

◎住民基本台帳人口
　　　３２，７４０人
 （令和 7 年 3 月 31 日現在）

令和２年度 令和６年度令和４年度令和３年度
☆市民一人あたり☆
約 80 万 2,953 円

☆市民一人あたり☆
約 96 万 5,719 円

☆市民一人あたり☆
約 75 万 5,382 円

☆市民一人あたり☆
約 74 万 3,827 円

◎住民基本台帳人口
　　　３３，２９５人

（令和６年 3 月 31 日現在）

令和５年度
☆市民一人あたり☆
約 85 万 7,648 円

歳入歳入 歳出歳出

285 億285 億
5,539 万円5,539 万円

298 億298 億
9,967 万円9,967 万円
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市民一人あたり
≪約８０万２，９５３円≫

◎住民基本台帳人口
　　　　　３２，７４０人
　（※令和７年３月３１日現在）

※○の数字は、支出の多かった費目順となっています。

③総務費 　　2 ８億７，５３６万円
　　市民一人あたり　　　 ８万７，８２４円
　・職員人件費、各種計画策定などに

一一般会計歳出 2 ６２億８，８６８万円は、このよう般会計歳出 2 ６２億８，８６８万円は、このよう
に使われました。に使われました。

①民生費　　６１億９，７４３万円
　　市民一人あたり　　１８万９，２９２円
    ・子育て支援、高齢者福祉などに

⑥教育費　　２１億１，４３１万円
　　市民一人あたり　　   ６万４，５７９円
　・学校教育やスポーツ・文化振興などに

④公債費　　２８億５，４６０万円
　　市民一人あたり　　　８万７，１９０円
　・借入金返済に ⑩諸支出金　 　　９億８，４４０万円

　　市民一人あたり　　　　　　 ３万６７円
　・たむら市民病院建設基金などに

⑦土木費　　　１７億３，５１５万円
　　市民一人あたり　　　　５万２，９９８円
　・道路、河川、公園整備などに

⑧消防費　　　１３億３，９１７万円
　　市民一人あたり　　　　　  ４万９０３円
　・消防、防災などに

　　⑤農林水産業費
　　　　　　　　２４億１，７０５万円
　　　　　市民一人あたり　　　７万３，８２６円
　　　　・農林業の振興、有害鳥獣対策に

⑬労働費　　　　　　　 ９２１万円
　　市民一人あたり　　　　　　　２８１円
　・貸付金原資などに

⑫災害復旧費　　　  ４，１６６万円
　　市民一人あたり　　　　　  １，２７２円
　・災害復旧事業などに

⑨商工費　　　１１億７，８７７万円
　　市民一人あたり　　      ３万６，００４円
　・産業や観光振興などに

②衛生費　　４３億６，０５３万円
　　市民一人あたり　　１３万３，１８７円
　・健康づくり、ごみ処理、環境対策などに

⑪議会費　 　　　１億８，１０４万円
　　市民一人あたり　　     　　 ５，５３０円
　・議員報酬、議会運営などに

都路町複合商業施設都路町複合商業施設

たむらクリーンセンターたむらクリーンセンター

田村市農産物振興施設田村市農産物振興施設
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決算特別委員会審査決算特別委員会審査
決算特別委員会には、令和６年度各会計歳入歳出決算認定８件が付託され、全て認定すべきものと決定しました。

主な審査内容については、次のとおりです。

不法投棄ごみ処理手数料が増えたが、不法投棄対策
は。

今現在、県の制度ではありますが、旧５町村に各
１名の計５名の方を不法投棄監視員に委嘱し、月に
６回、週１回程度の監視をしていただき報告を受け
ております。

（環境課）

決算特別委員会の設置

令和６年度田村市の各会計の決算を審査
するために設置するもので、原案のとおり
可決しました。
　委員は議長と議員選出の監査委員を除く
１６名です。（右表のとおり）

一般会計歳入歳出決算について一般会計歳入歳出決算について

山開きの参加者数は。

昨年度は片曽根山が２８０名、移ヶ岳が２３２
名、高柴山が６１３名、鎌倉岳が７４名、五十人山
が３００名でした。

（観光交流課）

高齢者健康長寿サポート事業の利用率が低いが、
今後の対策は。

事業目的としては、健康増進や外出機会の確
保、健康寿命の延伸です。特に、運動施設の中で
はパークゴルフ場の利用が好評を得ております。
なお、今年度から利用対象のメニューを増やして
おりますが、今後も市民にとって魅力ある事業と
して活用できるように検討を進めていきます。

（高齢福祉課）

答答

答答

答答

問

問

問

国民健康保険被保険者で人間ドック受診者の年代別
の内訳は。

問

４０歳から４４歳までが１名、４５歳から４９歳
までが４名、５０歳から５４歳までが６名、５５歳
から５９歳までが１３名、６０歳から６４歳までが
２７名、６５歳から６９歳までが６１名、７０歳か
ら７４歳までが７８名で、合計１９０名となってお
ります。

答答（市民課）

都市計画審議会の開催及び審議内容は。

都市計画審議会につきましては、３月１７日に
開催いたしました。現在の都市計画マスタープラ
ンの概要、中心市街地にコンパクトシティを実現
化するためのエリア設定や施策、現在建設を進め
ております新病院・厨房施設、東部台地内の歩道
整備などを行っていくことを説明させていただき
ました。

問

答答（都市計画課）

磐越東線利用促進事業に係る企画列車の実績は。

企画列車の内容は、郡山駅を出発し、車内で沿
線地域の食と景色を楽しみながら、いわき駅まで
行くもので、参加者は９７名で、うち約半数が県
外の方でありました。
　本事業による収益はございませんが、来年も参
加したいので実施してほしいなどの要望もあり、
磐越東線の活性化につながる取組みでありまし
た。
　今年度も１１月に予定しており、地元商工会の
協力を受けながら、各駅での催し物などを検討し
ております。

問

答答（企画調整課）

委員会審査の様子委員会審査の様子

委員長 大河原孝志
副委員長 佐藤　重実

委員

吉田　一雄、蒲生　康博、管野　公治
二瓶恵美子、石井　忠重、遠藤　雄一
吉田　文夫、菊地　武司、石井　忠治
橋本　紀一、半谷　理孝、渡邉　照雄
猪瀬　　明、安瀬　信一
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代表・一般質問一覧表代表・一般質問一覧表
議　員　名 質　　問　　事　　項 ページ

代表質問

吉田　一雄議員
市政運営について
教育行政について
国道 288 号バイパスを活用した地域活性化について １０
環境整備について 〃

佐藤　重実議員

安全安心のまちづくりについて 〃
たむらリサイクルプラザの運営状況について 〃
昆虫ビジネスと昆虫の聖地の役割について
ジェンダー平等を推進する意識づくりについて

菊地　武司議員
市政運営について １１
企業誘致について
ＳＤＧｓについて

一般質問

蒲生　康博議員

第４期田村市地球温暖化対策実行計画の実現に向けた温室効果ガス排
出量削減への取り組みについて
市民の健康維持と疾病予防、健康増進を目指す取り組みについて １１
市公共施設におけるＷｉ－Ｆｉ環境の整備について
ふくしまデスティネーションキャンペーンに向けた取り組みについて
あぶくま洞周辺の観光施設及びインフラの整備について １１

吉田　文夫議員

農業委員会の役割について １２
森林・林業の再生に向けた取り組みについて 〃
教育の振興について 〃
地域振興策について

二瓶恵美子議員

姉妹都市交流と国際交流協会について
田村市新病院について １２
ふるさと住民登録制度について
消防・防災について

管野　公治議員
観光事業について １３
農林業の振興について
教育振興について １３

大河原孝志議員

基金運用について 〃
有害鳥獣被害対策について 〃
防犯対策機器の購入・設置費用の補助について
ごみの減量対策について
国登録有形文化財「旧大越娯楽場」について １３

石井　忠治議員

令和６年度一般会計・特別会計・企業会計の決算状況と課題及び財政
健全化に向けた取組みについて
新病院建設の進捗と開院に向けた諸課題解決について
教育行政の実態と充実について １４
農業振興について 〃

遠藤　雄一議員
奨学基金について 〃
エコノミックガーデニング事業について
ふるさと納税について １４

半谷　理孝議員

教育行政について
市発注三事業について
ゴミ処理について １５
農林業政策について 〃

　議員ごとに質問事項（下表）を掲載しております。
掲載ページのない（斜線部分）質問内容は、田村市議
会 YouTube をご利用ください。

※代表質問や一般質問の方の欄にＱＲコードが掲載されています。スマートフォンなどで
読み取ると、YouTube の録画映像にアクセスできますのでご活用ください。
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バイパス開通に伴い、船引駅周辺の市街地におい
て交通量が減少し、空洞化が懸念されるところであ
りますので、交通の流れが変わるこのエリアを中心
とした市街地の活性化について検討を行い、県の大
滝根川河川改修事業と併せて、安全安心でコンパク
トに住み続けられるまちづくりを目指してまいりま
す。
　また、船引駅以外の駅周辺については、バイパス
開通の影響は受けないものと思われますが、各地域
の拠点となる駅周辺の活性化について、検討してま
いります。

市内各駅周辺、旧国道沿線の活性化は。

答答

問

地域活性化について

（市長）

バイパスを活用した
地域活性化は。

安全安心のまちづく
りを目指します。

①各行政区で行っている道路河川クリーンアップ作
戦などの各種奉仕作業については、人口減少や住民
の高齢化など抱える課題が様々あり、それらの事情
により作業が出来ない地域が増えてきております。
このまま放置されると、道路交通の支障やごみの投
げ捨て、虫の大量発生に繋がるおそれがありますの
で、道路交通の確保及び衛生面や景観を保持するた
め、実情を把握したうえで必要に応じ作業員や業者
へ依頼してまいります。
　なお、来年度から全ての行政区において、道路河
川クリーンアップ作戦にご協力いただける体制の構
築をお願いしており、引き続き環境美化の促進に努
めてまいります。

②市空家等対策協議会において認定された特定空家
の件数は、令和３年度が常葉町１件、昨年度が都路
町１件、常葉町１件、船引町１件の計３件で、合計
４件であります。空き家に関する苦情や相談は、昨
年度が１１件、本年度が２件です。

答答

問

（建設部長）

防犯対策補助金の申請件数は、８月末現在６９ 
件、執行状況は１０４万９，２００ 円となっており
ます。内訳は複数購入を含め、防犯カメラ４１件、
センサーライト１２件、センサーアラーム１件、電
話機２２件となっております。
　市民への周知については、市政だよりのほか、チ
ラシの全戸配布、ホームページやＳＮＳによる広
報、１人暮らし世帯には民生委員を通じた説明とチ
ラシや申請書の配布に加え、商工会や取扱事業所を
訪問し、来店者への事業案内やポスター、チラシの
掲示を依頼しております。
　今後は、活用事例などを市政だよりで広報し、さ
らに多くの世帯に設置いただけるよう引き続き周知
してまいります。

防犯カメラ設置補助事業の活用状況と周知について

答答
問

安全安心のまちづくりについて

（市長）

防犯カメラ設置
補助事業の状況は。

８月末で６９件の申請
がありました。

①有価資源の売却金額は、昨年度１，７８１万
５，６３１円で、主なものは、鉄、アルミなどの金
属類、新聞、雑誌、ダンボールなどの紙類、ペット
ボトルであります。リサイクル事業については、限
りある資源の有効活用や自然環境への影響を減らす
ため、廃棄物を新たな製品の原料として再利用する
など、持続可能な社会を実現するうえで、非常に重
要であるため、実績などの開示も含め、今後、市政
だよりやホームページで公表してまいります。

②ごみの分別方法の徹底で、その方法については、
手引きやホームページなどで周知しておりますが、
プラスチック製の容器包装に汚れが付着したものが
混入されている場合は、施設内での手作業による分
別作業が発生し負担が生じています。ごみの分別方
法の徹底が分別作業の負担軽減となり、スムーズな
業務遂行ができるものと考えております。

①有価資源の売却金額と実績等の開示について。
②現在の問題点の具体的な事例は。

答答

問

たむらリサイクルプラザの運営状況について

（市民部長）

政友会政友会
　吉田　一雄議員　吉田　一雄議員

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

環境整備について

①衛生面や景観を保持するための対策は。
②特定空家件数と苦情件数は。

船引駅船引駅

改革未来たむら改革未来たむら
　佐藤　重実議員　佐藤　重実議員

たむらリサイクルプラザたむらリサイクルプラザ
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記念式典については、多くの市民が集う「にこた
む fes. ２０２５」と「ふれあい防災２０２５」の開
催に合わせて、９月２８日に市総合体育館において
開催いたします。
　内容といたしましては、地元の団体による太鼓の
演奏や子ども達によるダンス、市民の歌斉唱などの
ほか、会場内では、２０周年の軌跡と未来を見据え
た記念動画の上映や写真パネルの展示など、市民参
加型の式典を開催いたします。
　記念事業については、市民、団体、企業等が実施
する事業に、「市制施行２０周年記念事業」の冠称
を使用して２０周年を祝う冠事業の募集や、夏祭
り、文化祭などで２０周年を広く展開する事業の主
催者等への交付金の交付、記念うちわの作成・配布
などの事業を実施しております。
　これら記念式典や記念事業により、市民とともに
発展してきたこれまでの２０年を振り返り、これか
ら先２０年を見据え、さらなる発展を祈念して、と
もに２０周年を祝っていただくことで、市民の皆様
の郷土愛を育み一体感を醸成し、田村市全体で２０
周年の機運を高めてまいります。

市制施行２０周年記念式典と記念事業を市民との　
一体感を醸成する方法は。

答答

問

市政運営について

（市長）

田村市制２０周年
記念式典は。

９月２８日に市総合
体育館で開催します。

２０周年式典の様子２０周年式典の様子

健康診査・各種がん検診の受診率と受診率向上のため
の方策は。

答答

問

健康維持と疾病予防について

（保健福祉部長）

昨年度の健康診査の
受診率は。

特定健康診査の受診
率は４６．９% です。

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

健康診査では、４０歳から７４歳の国民健康被保険者
を対象とした「特定健康診査」、７５歳以上の方を対象
とした「後期高齢者健康診査」、３０歳から３９歳の方
及び社会保険加入の方を対象とした「県民健康調査」を
実施しております。各種がん検診は、４０歳以上の方を
対象としておりますが、子宮がん検診は２０歳以上の方
を対象としております。
　いずれの健診も６月から１２月の期間で施設健診を実
施し、７月から１０月の期間で集団健診を実施している
事から、本年度の健康診査・各種がん検診の受診率の算
定には至っておりませんので、昨年度の受診率について
のみ申し上げます。
　 特 定 健 康 診 査 は ４ ６．９ ％、 後 期 高 齢 者 健 康 診 査
は ２ ６．３ ％、 県 民 健 康 調 査 は 受 診 率 を 把 握 し て お
りません。各種がん検診の主な受診率は、肺がん検
診は３４．５％、胃がん検診１３．４％、大腸がん検
診２９．４％、子宮がん検診３０．８％、乳がん検診
３３．０％であります。
　受診率向上のための対応といたしましては、国民健康
保険新規加入者で特定健康診査未受診の方や医療機関で
健診同等の検査を実施している方への個別訪問や特定健
康診査未受診者をＡＩ分析により７つに分類し、対象個
人ごとに合わせた勧奨通知の発送及び４０歳から５０歳
代の方で受診意思が確認できない方への受診券の送付な
ど、各階層、各健診ごとに対象者を細分化する形で受診
勧奨を進めております。

船引高校との連携事業として、地域課題の解決策
について協働で検討することを目的とした地域密着
型総合的探究事業や、将来の地域リーダー育成を目
的としたアクティブリーダー育成プロジェクト、獨
協大学が「福島イノベーション・コースト構想推進
機構（※ 1）」の事業採択を受け、福島復興に資する
プロジェクトを船引高校において展開しておりま
す。
　たむら支援学校石崎校舎については、あぶくま柏
鵬高校の開校後も学校経営・運営ビジョンの方針に
変更はないとお聞きしております。

あぶくま柏鵬高等学校との関わりとたむら支援学校
石崎校舎の今後について。

答答

問

（市長）

蒲生　康博議員蒲生　康博議員

あぶくま洞の駐車場の現状と課題及び整備方針は。
答答
問

あぶくま洞周辺の整備について

（副市長）
通常時のあぶくま洞では第１、第２ 駐車場の利用が

主で、第３、第４駐車場までの利用は繁忙期のみとなり
ます。第３、第４駐車場は舗装されていないことが課題
であり、現在、第１駐車場に、観光拠点施設を整備する
計画を進めておりますので、既存の駐車場を最大限に活
用できるよう、整備のあり方を検討してまいります。

市民 net たむら市民 net たむら
　菊地　武司議員　菊地　武司議員

※ 1 東日本大震災と福島第一原子力発電所事故からの被災地復興と
地域再生、産業創出を目的に設立された組織

あぶくま洞あぶくま洞
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当該システムは国が整備した農地・農家台帳システム
のｗｅｂアプリケーションで、地図システムと連動する
機能を有しているため、面的な情報収集が可能となり現
地調査の効率化が図られており、地域計画の目標地図作
成に際しては必須のシステムとして、有効に活用してお
ります。

「農業委員会サポートシステム」の活用状況は。
答答
問

農業委員会の役割について

（農業委員会会長）

サポートシステム
の活用状況は。

有効活用して
います。

新病院の建設工事が昨年１０月から本格的にスタート
し１１か月が経過していますが、概ね計画どおりに進ん
でおります。
　一方で、物価等の高騰情勢は今でも続いているとの認
識でおり、今後の工程や事業費など、何らかの影響が出
るものと考えております。
　しかしながら、高騰リスクで懸念される工程や事業費
への影響を極力低減させるべく、工事請負事業者をはじ
め、工事監理者、コンストラクションマネージャー（※ 2）
などと綿密に協議、交渉を重ね、かつ医療機器等の購入
に際しても前倒し発注を進めるなど、限られた時間、事
業費の中で無事竣工を迎え、開業できるよう引き続き努
めてまいります。

資材や人件費の高騰による病院建設の中止や開業の
遅れは。

答答

問

田村市新病院について

（市長）

新病院建設工事の
進捗状況は。

概ね計画どおりに進ん
でいます。

吉田　一雄議員吉田　一雄議員
録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

２０２４年度は全国の自治体病院の８６％が経常収
支が赤字であり、人件費、物価高騰及び控除対象外の
消費税増加が足枷になっていると報じられています。
　自治体病院は民間病院とは違い不採算性の高い診療
を担う側面があります。本市では指定管理者制度を導
入し指定管理料の支出を行っておりますが、持続的な
医療の提供、施設の安定的な運営、総じて市民福祉の
サービス向上に資する成果をあげていると考えていま
す。
　安定的な医療環境の構築は市としての責務であり、
指定管理料はその責務の一端を担うものであると解し
ています。

食育と給食の充実や改善に向けた取組みは。

答答
問

教育の振興ついて

（教育長）
食育については、「田村市学校給食センター食育全体計

画」と「食育年間指導計画」に沿って、生涯にわたって健
康で生き生きとした生活を送ることができる子どもの育成
を目標に、学校と連携しながら食に関する指導を行ってお
ります。
　給食の充実や改善に向けた取組みについては、栄養バラ
ンスがとれた日本型食生活を推進するため、週 1 回程度
の魚料理を取入れるとともに、毎月１８日を「カルシウム
アンドかむ献立」、１９ 日を「食育の日」とした献立のほか、

「バイキング給食」の実施や市の食材を使用した郷土料理、
蒸しパンなどの手作り献立を工夫し提供しております。

吉田　文夫議員吉田　文夫議員

森林・林業の再生に向けた取り組みについて
問 荒廃森林の増加や林道等の通行障害解消に向けた

対策は。
答答（産業部長）

荒廃森林の増加対策といたしましては、ふくしま森林再
生事業及び広葉樹林再生事業による森林整備を継続して実
施するとともに、林道等の通行障害解消に向けた対策とし
て、職員などが林道パトロールを行い、倒木や崩落箇所等
の対応に努め、通行障害解消対策を実施しております。

二瓶　恵美子議員二瓶　恵美子議員

問

答答

自治体病院は８割超えが赤字経営だが、今後の経営に
ついての考えは。

（保健福祉部長）

新市民病院完成イメージ新市民病院完成イメージ 森林再生事業の様子森林再生事業の様子

※ 2プロジェクトの目的を的確に把握し、全体の設計方針を
設定する者。

【再質問】
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現在、本市の観光振興を担う観光協会５団体が、観
光資源を最大限に活用し、誘客を促進するため、来年
４月の統一に向け協議を重ねております。
　本年３月には、各観光協会長連名により、「専従事務
局員の配置に関する要望」が提出され、市といたしま
しても、効果的な観光振興体制を築くためには、専従
職員の配置は重要であると認識しており、その配置に
ついて前向きに検討を進めてまいります。

田村市観光協会の設立と専従職員の確保は。

答答

問

観光事業について

（市長）

田村市観光協会の
設立は。

統一に向け協議を重ね
ています。

学校給食の塩分量は、国の「学校給食摂取基準」
により目標が定められており、汁物では、水分量や
具材の量を調整して、適正な栄養バランスと摂取量
を確保しながら、薄味でもおいしく食べられるよう
に工夫しており、和え物に関しては、野菜の水分に
よる味の薄まりを防ぐために、加熱冷却後の野菜の
水分をよく切り、離水止めの寒天を適宜使用してお
ります。
　また、酸味を生かした調理や減塩調味料を使用す
るなど、献立内容や調理方法を工夫し、塩分を控え
ながらも風味豊かな学校給食を提供しております。

学校給食の塩分基準値制限対策は。

答答

問

教育振興策について

（教育長）

当該基金は地域振興等のソフト事業に充てるため
のものであることから、市の一体感の醸成につなが
るイベントや旧町村単位の地域行事などに活用して
まいります。

合併特例基金の活用は。

答答

問

基金運用について

（市長）

合併特例基金の
活用は。

地域振興等のソフト
事業に充てます。

有害鳥獣の捕獲に対する報奨金は、鳥獣の種類毎
に定めておりますが、イノシシやツキノワグマなど
大型野生獣の捕獲や駆除に危険が伴うことを考慮
し、市の財政状況や今後の捕獲活動等の状況を踏ま
えて検討してまいります。

狩猟報酬額の増額に対する考えは。

答答
問

有害鳥獣被害対策について

（産業部長）

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

大河原孝志議員大河原孝志議員 管野　公治議員管野　公治議員

小中学校体育館へのクーラー設置は。問

答答（教育長）

各小中学校の体育館には、昨年度から気化熱を利
用した移動式スポットクーラーを２台設置してお
り、学校からは「周囲温度より約５℃低い涼風が
１０ｍ以上届くため、熱中症予防に効果がある」と
の報告を受けております。
　今後も児童・生徒の健康保持増進のため、スポッ
トクーラーの増設や扇風機の設置など、必要に応じ
て対策を講じてまいります。

国登録有形文化財「旧大越娯楽場」について

旧大越娯楽場は、建築から９９年経っており、平
成２９年度に屋根・外壁の塗装工事、令和３年度に
トタン屋根接合部をふさぐ修繕を行っております
が、その後も強い雨の際に吹き込みなどがあると雨
漏りが確認され、原因の特定には至っておりませ
ん。
　今後も原因の究明に努めてまいりますが、補修は
トタン屋根の葺き直しや構造の変更など大規模なも
のが想定されることから、文化財として現状を保存
する観点にも配慮し、適切な対応を検討してまいり
ます。

問

答答

補修する考えは。

（教育部長）

旧大越娯楽場旧大越娯楽場

学校給食の様子学校給食の様子
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事業の目的は、教育の先進地を目指すことにより、
本市への流入人口の増加による活性化や、将来の本市
の医療や産業等の創出及び発展に貢献する人材を育成
することであり、そのことを実現するための目標とし
て、医学部や東大等の難関大学にも合格できるような
学力を身に付けさせることを目指して取組んでいると
ころであります。
　市教育委員会では、校長や教頭を対象とした会議、
学力向上担当教員の研修会において事業の目的や内容
を説明し、共有を図っており、教育講演会やラウンド
テーブル、学校指導訪問等において直接説明する機会
を設けております。
　学校間格差については、教員の資質及び授業力向上
を図る事業と、児童生徒が向上心をもって取組もうと
する意欲を育てる事業により、各学校の教職員や児童
生徒に共通の学びの機会を設け、格差がないようにし
ております。

東大１０人構想を受けての事業目的と内容の共有化
及び学校間格差の是正は。

答答

問

教育行政の実態と充実について

（教育長）

東大 10 人構想の
事業目的は。

本市に貢献する人材を育成
することです。

本年度のふるさと
納税実績予想は。

昨年度からの倍増を
目指します。

①昨年から続く米価高騰により、本年度もふるさと納税返
礼品の米への需要が高く、８月末現在の寄附受付額は、昨
年度同時期と比較し約１４％増の１億９９万９，００２円
の寄附が寄せられております。
　今後の国の米政策による米需要の動向が不透明ではあり
ますが、本年度は昨年度からの倍増を目指して取組んでお
ります。

②全国的にふるさと納税の競争が激化する中、国では、来
年１０月より、返礼品の付加価値基準の明確化や調達費用
の妥当性確保など、ふるさと納税に係る指定制度の新たな
運用を適用することとしております。
　返礼品に対する規制が厳格化される中、寄附金の増額を
図るためには、事業者の発展と成長の支援、連携を強化し、
ふるさと納税を契機とした地域の稼ぐ力を引き出せるよう
取組む必要があるため、ふるさと納税推進プロジェクト会
議において、関係各課と「現状と課題」を共有しながら新
たな返礼品の企画開発に向け協議を重ねるとともに、ＳＮ
Ｓやインターネット広告を活用したＰＲにより、新たな寄
附者やリピーターの確保に努めてまいります。

①本年度の実績予想は。
②次年度以降の取組み方針は。

答答

問

ふるさと納税について

（総務部長）

　石井　忠治議員　石井　忠治議員

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから遠藤　雄一議員遠藤　雄一議員

ふるさと納税ふるさと納税

農業振興について
問 第６期中山間地域等直接支払事業の取組み組織数

は。

答答 （産業部長）

新規の取組み組織は、現在のところございません。
継続組織及び交付割合は、滝根町２組織で、すべて８ 
割交付、大越町２組織で交付割合は１０割、８割それ
ぞれ１組織、都路町１４組織で１０割交付２組織、８
割交付１２組織、常葉町７組織で、すべて８割交付、
船引町１２組織で、１０割交付７組織、８割交付５組
織となっております。

奨学基金について
問
答答

本年度の活用状況は。

（教育部長）
新たな奨学資金の申込みは、貸与型、給与型ともにあり

ません。
　継続している奨学資金は貸与型で、大学生３人に１５６ 
万円、高等専門学校生２人に９６万円の計２５２万円が利
用されておりますが、給与型の利用者は現在まで申込みは
ありません。

中山間地域等直接支払い制度を活用した集落活動の様子中山間地域等直接支払い制度を活用した集落活動の様子
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①不法投棄された廃棄物については、原則として投棄した
者に処理責任があります。投棄者が判明しない場合は、そ
の土地の所有者や管理者が責任を負うことになります。
　市といたしましては、不法投棄対策として、パトロール
の強化や監視カメラの設置、不法投棄抑止の看板設置など
を実施しております。
　引き続き、不法投棄の発生抑制に向け、監視体制を一層
強化するとともに、県、行政区、地域団体、警察などと連
携を図りながら不法投棄防止に努めてまいります。

②家庭系ごみ排出量を減らすため、使い捨てのものは買わ
ない、マイバックの使用、過剰包装をしない、食品廃棄物
の抑制、電動式生ごみ処理機を使用した生ごみの減量化な
ど、ごみの発生抑制の周知に努めてまいります。

①不法投棄された廃棄物の処理責任は。
②ごみ減量の対策は。

答答

問

ごみ処理について

（市民部長）

不法投棄された廃棄物
の処理責任は。

投棄したものに処理責任
があります。

全国的に農業従事者の高齢化に伴う担い手不足が深刻
となっており、荒廃農地が増加する要因となっておりま
す。
　耕作者の確保が見込めない荒廃農地では、近年、太陽
光発電の用地として活用されていますが、耕作者が確保
され活用見込みのある荒廃農地については、県補助金を
活用した遊休農地等再生対策支援事業と市単独による荒
廃農地活用促進対策事業を実施し、農地を再生するため
の支援を行っており、担い手となる新規就農者の確保に
ついても関係機関と連携を行い、確保に努めているとこ
ろであります。
　また、昨年度に策定をした地域計画は、目指すべき将
来の農地利用を明確化したものでありますので、耕作条
件が良い農地が荒廃農地とならないよう、地域や関係機
関と協議をしながら維持、保全に努めてまいります。

荒廃農地の長期的な対策は。

答答
問

農林業政策について

（産業部長）

半谷　理孝議員半谷　理孝議員
録画映像は
こちらから

人権擁護委員について人権擁護委員について

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求める
ことについて、原案のとおり適任とすることに決定
しました。
　人権擁護委員は法務省が所管する制度で、地域に
おける人権を守るためのボランティア的な公的役割
を担う人たちです。
　人権相談や人権の啓発活動等を行います。

　諮問第１号
　住　所　田村市滝根町　
　氏　名　佐々木　秋男

　諮問第２号
　住　所　田村市都路町
　氏　名　吉田　隆昌

　諮問第３号
　住　所　田村市都路町　
　氏　名　渡辺　康江

　諮問第４号
　住　所　田村市船引町　
　氏　名　佐藤　智宏

　諮問第５号
　住　所　田村市大越町　
　氏　名　石塚　正

請願とは、憲法第１６条に規定された国民の権
利として、公の機関に対して要望を述べる行為で、
必ず紹介議員を要しますが誰でも提出することが
できます。陳情とは、事実上の行為として議員の
紹介なしで提出するものです。

○請願（陳情）書の書き方と提出方法

　請願書などは、議会事務局へ直接持参して
ください。なお、定例会開会の５日前（土日
祝日を除く）に開かれる議会運営委員会前日
午後５時までに受付したものは、当該定例会
で審議するかどうかを議会運営委員会で判断
しますが、それ以降に受付したものは、次の
定例会前の議会運営委員会で審議するかどう
か判断することになります。
　詳しくは、議会事務局へお問い合わせくだ
さい。
※意見書提出を求める場合は、意見書の案文
を添付願います。

請願・陳情のお知らせ請願・陳情のお知らせ

不法投棄の様子不法投棄の様子
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９月定例会　各常任委員会活動報告９月定例会　各常任委員会活動報告
総務文教常任委員会

市民福祉常任委員会

議案６件、陳情１件を審査しました。議案６件、陳情１件を審査しました。

議案５件、陳情１件を審査しました。議案５件、陳情１件を審査しました。

　９月１６日にたむらリサイクルプラザにて「たむらリ
サイクルプラザの現況」について所管事務調査を実施し
ました。

所管事務調査所管事務調査

　議案６件を「可決すべきもの」陳情１件を「採択すべきもの」と決定しました。

所管事務調査所管事務調査
　９月１６日に図書館にて「図書館の運営状況」について
所管事務調査を実施しました。

所管事務調査の様子所管事務調査の様子

所管事務調査の様子所管事務調査の様子

陳情の審査結果
　地方財政の充実・強化を求める意見書提出陳情書は、社会
保障制度の整備や災害対応により、巨額の財政出動が行われ
るなか、２０２６年度以降の地方財源が十分に確保できるの
か、大きな不安が残されていることから、２０２６年度の政
府予算と地方財政の検討にあたっては、社会全体として求め
られている賃上げ基調にも相応する人件費の確保を含めた地
方財政を目指すよう、政府関係機関に対し意見書の提出を求
める陳情です。
　審査の過程において、本陳情の主旨である一般財源の確保
は、非常に重要なことで、内容は的確であり、採択すべきと
の意見が出されました。
　審査の結果、本陳情は、全会一致で「採択すべきもの」と
決定しました。

田村市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を
改正する条例
問
答答

男性職員の育児休業取得率は。

今年度対象となる職員３名全員が取得しており、取得
率１００％です。

（総務課）

田村市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する
条例

問
答答

改正の内容は。
育児を行う職員が取得できる部分休業について、今ま
で、１日２時間を超えない範囲で時間を固定し、取得
していた休業時間に加え、改正後は、１０日間を超え
ない範囲で、勤務時間内いつでも取得できることが選
択肢に加わりました。

　議案５件を「可決すべきもの」陳情１件を「継続審査すべきもの」と決定しました。

陳情の審査結果
　国に対し「選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書」提
出についての陳情は、選択的夫婦別姓制度を導入するよう、
政府関係機関に対し意見書の提出を求める陳情であります。
　審査の過程において、昨今の世論の動向を踏まえれば、「採
択すべき」との意見が出されました。
　一方では、こどもの権利を考慮すると慎重に議論を重ねる
必要があるとの意見や、国等の動向を注視するとともに引き
続き調査が必要なことから「継続審査とすべき」との意見が
出されました。
　起立採決の結果、本陳情は、「継続して調査を要するもの」
と決定しました。

田村市犯罪被害者等支援条例

問 対象件数の見込みは。
答答（社会福祉課）

年１～２件を見込んでいます。

訴えの提起について

　犯罪被害者等へ支援するための全国的な取り組みであ
り、犯罪被害者等基本法に基づき、基本理念を定め、田村
市と市民及び事業者の責務を明らかにし、犯罪被害者など
が受けた被害の回復や軽減、生活の再建を図ることで、誰
もが安全で安心に暮らすことのできる社会の実現に貢献す
るため、条例を制定するもの。

　建築主体工事を請け負った株式会社鈴船建設を相手方と
して、福島県建設工事紛争審査会に調停の申立てを行い、
審理が進められていたところ、相手方から、審査会を通じ
て、市からの訴えの提起があれば応訴する旨の申入れがあ
り、先に訴えを提起している設計業者、監理業者の訴訟と
併せ、同一裁判所での同一審理による統一的判断を望むこ
とから、訴えの提起を提案するもの。
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答答

予算常任委員会

場所は常葉町西向地内で、普通財産の雑種地、面積
は５９．３㎡です。売却先は、市外に本社がある太
陽光発電の関連会社です。

議案審査の様子議案審査の様子

産業建設常任委員会 議案２件、請願１件を審査しました。議案２件、請願１件を審査しました。

施設の管理は入居する事業者が行い、駐車場、ドッ
グラン、トイレ及び交流スペースとして利用可能な
多目的ホール等は市が管理します。

問

答答（商工課）

　９月１６日にあぶくま洞にて「あぶくま洞リニュー
アル事業」について所管事務調査を実施しました。

所管事務調査所管事務調査

所管事務調査の様子所管事務調査の様子

施設の管理は。

　議案２件を「可決すべきもの」請願１件を「継続審査すべきもの」と決定しました。

請願の審査結果

　「行政区環境整備に対する区長裁量予算の確保について」
の請願は、将来に渡り持続可能な道水路及び河川の環境保全
と快適な住環境を維持するために、住民の意識高揚と負担軽
減を図る支援拡充を求めるものです。
　審査の過程において、常葉行政区のみならず、田村市全体
の問題であることから、各行政区の奉仕作業の現状を見極め
つつ、引き続き全庁的な検討が必要との意見が出されまし
た。
　審査の結果、更なる調査を必要とするため、「継続して調
査を要するもの」と決定しました。

　住民の買い物環境を整備し生活基盤の安定を図るととも
に、交流人口の増加を図ることを目的に、施設の管理に関し
必要な事項を定めるため、条例の制定を行うもの。

田村市都路町複合商業施設条例

字の区域の変更
土地改良事業の施行に伴い字の区域を変更するもの。

問
答答

宅地の字の区域変更は。
（農林課）

農地、水路及び法定外道路の字の区域は変更にな
るが、宅地の字の区域変更は発生しません。

議案７件を審査し、議案７件を審査し、全て可決すべきものと決定全て可決すべきものと決定

一般会計補正予算（第４号）について

問 公共施設等整備基金に充当した土地売払収入の内容
は。

（財政課）

問

答答

保育施設等への一施設当たりの防犯カメラの設置数
は。

（こども未来課）

防犯対策及び性被害防止、適切保育を目的として、
滝根保育所など公立保育所４施設、たむら学童セン
ターなど放課後児童クラブ４施設に、一施設当たり
４台の防犯カメラを設置する予定です。

　既 定 の 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ
２億２，４０５万４千円を追加し、歳入歳出予算の総額
を歳入歳出それぞれ２９７億１，６４８万９千円とする
もの。

田村市国民健康保険特別会計
補正予算（第２号）について

　既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ
７，２７３万５千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳
入歳出それぞれ３３億８，３２６万１千円とするもの。

 田村市介護保険特別会計
 補正予算（第１号）について

　既 定 の 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ
１億５，４３７万５千円を追加し、歳入歳出予算の総額
を歳入歳出それぞれ４８億２，１３７万５千円とするも
の。
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１２月定例会は下記の日程で開催される予定です。議会は一般に公開され、どなたでも傍聴できます。

なお、傍聴予定日の当日に体調等がすぐれない際は、傍聴をご遠慮くださるようお願いいたします。
詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

１２月　２日（火）初日（招集日）
　会期の決定、提案理由の説明等

１２月　４日（木）一般質問

１２月　５日（金）一般質問

１２月　８日（月）一般質問

１２月　９日（火）
総括質疑、議案等の常任委員会付託

各常任委員会審査

１２月１０日（水）予算常任委員会審査

１２月１２日（金）最終日
　各常任委員会審査結果報告、質疑、討論、採決

☆田村市議会ホームページアドレス☆
https://www.city.tamura.lg.jp/site/gikai/

議会だよりへのご意見・ご要望をお寄せください！！

シリーズシリーズ 若者の声若者の声シリーズシリーズ 市民の声市民の声

私たちは、お店に出されない規格外野菜が捨てられてし
まっているというフードロス問題を知りました。規格外野菜
は見た目（色や形）は悪いですが、おいしさや栄養価は売ら
れている商品とほとんど変わらないため、捨てられてしまっ
ていることは本当に「もったいない」ことだと思います。そ
の問題を少しでも解決できればと思い、規格外野菜 ( トマト )
の販売会を実施しました。販売会へ向けた準備は大変でした
が、販売会を通して規格外トマトの現状を知ってもらうこと
ができて良かったです。また、見た目を気にせず買ってく
れる消費者の方は多く、予想に反して完売することもでき、
びっくりしたという印象も強く残っています。今回の活動を

田村市滝根町

髙橋　堂悟　さん

「共に歩む、お寺と地域」

　私の家は曹洞宗のお寺です。僧侶になる為、横浜市にある
大本山總持寺で 3 年半の修行を経て平成 29 年に地元へ戻っ
てまいりました。さて、秋のお彼岸が終わり今年も残すとこ
ろあと僅かに感じられます。毎年お彼岸・お盆を迎える前に
空き墓地を草刈りして整備しておりますが、近年後継者がい
なく墓じまいを余儀なくされる方が増えてきています。空き
墓地の草刈りをしていると檀家さんとの繋がりが無くなって
いくように感じております。また、令和に入ってから新型コ
ロナウイルスが蔓延してお檀家さんとの接する機会も減り、
お檀家さんとの繋がりが薄くなってきているようにも感じら

令和７年９月定例会の様子

踏まえ、今後はもっといろんな人に規格外野菜を知ってもら
い、食べて欲しいという気持ちが強くなりました。これから
もフードロスへ向けた取り組みとして規格外野菜の販売会を
実施していきたいです。その際には、違った野菜でもやって
みたいと考えています。加えて、販売会だけでなく、地域の
子ども食堂へも規格外野菜を届け、多くの方々に食を通した
喜びも届けられたらうれしいなと考えています。

れます。困難な状況ではありま
すが、今後人口減少が加速する
中で持続可能な町づくりを進め
ていくことがこれまで以上に重
要となっていくと思っていま
す。今回このような機会をいた
だいた事に感謝し、より一層精
進してまいりたいと思っており
ます。

たかはし　たかのり

ねもと
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【お問い合わせ先】　田村市議会事務局
 〒 963-4393
　田村市船引町船引字畑添７６番地２
　電話：0247-81-1223
　市ホームページお問い合わせフォームなどを
　ご利用ください。

議会広報委員

≪広報委員会≫
〈委員長〉　　遠藤　雄一（前列左）
〈副委員長〉　吉田　一雄（前列右）
〈委　員〉後列左から 大河原孝志、佐藤　重実
                       　   管野　公治、蒲生　康博

法要の様子法要の様子


